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令和８年度　東京大学２次試験前期日程 (数学問題)150分
理科 (一類，二類，三類)　数 I・II・III・A・B・C

問題 1 2 3 4 5 6

1 (1) 関数 f(θ) = sin θ− θ+
θ3

6
の区間−1 ≦ θ ≦ 1における最大値M および最

小値mを求めよ．
(2) (1)で定めたM に対し，次の不等式を示せ．

7

8
π ≦

∫ 2π

0

sin(cos x− x) dx ≦ 7

8
π + 4M

2 nを正の整数とする．座標平面上の 3n個の点がなす集合

{(x, y) | x, yは 1 ≦ x ≦ 3, 1 ≦ y ≦ nを満たす整数 }

から相異なる 3点を選ぶ．ただし，どの 3点も等確率で選ばれるものとする．
選んだ 3点が三角形の 3頂点となる確率を pnとする．

(1) p5を求めよ．
(2) mを 2以上の整数とする．p2mを求めよ．

3 座標空間内の原点を中心とする半径 5の球面を Sとする．S上の相異なる 3点
P，Q，Rが次の条件を満たすように動く．

条件：P，Qは xy平面上にあり，三角形 PQRの重心はG(2, 0, 1)である．

以下の問いに答えよ．

(1) 線分 PQの中点Mの軌跡を xy平面上に図示せよ．
(2) 線分 PQが通過する範囲を xy平面上に図示せよ．
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4 kを実数とし，座標平面上の曲線Cを y = x3 − kxで定める．C上の 2点P，Q

に対する条件 (∗)を考える．

条件 (∗) 原点O，点P，点Qは相異なり，CのO，P，Qにおける接線のうち，
どの 2本も交わり，そのなす角はすべて π

3
となる．

ただし，2直線のなす角は 0以上 π

2
以下の範囲で考えるものとする．

(1) 条件 (∗)を満たす P，Qが存在するような kの範囲を求めよ．
(2) kが (1)で定まる範囲にあるとする．P，Qが条件 (∗)を満たすように動く
とき，CのO，P，Qにおける接線によって囲まれる三角形の面積 Sの最
大値をM，最小値をmとおく．ただし，3本の接線が 1点で交わるとき
は S = 0とする．M = 4mとなる kの値を求めよ．

5 複素数平面上の原点を中心とする半径 1の円を Cとする．複素数 αと C上の
点P(z)に対し，w = (z−α)3とおく．PがC上を動くときの点Q(w)の軌跡を
Dとする．

(1) α = −3とし，wの偏角を θとおく．PがC上を動くとき，sin θがとりう
る値の範囲を求めよ．

(2) αが次の条件を満たすように動く．
条件：Dは実軸の正の部分および負の部分の両方と共有点を持つ．

複素数平面上の点R(α)が動きうる範囲の面積を求めよ．

6 nを正の整数とする．nの正の約数のうち，3で割って 1余るものの個数を f(n)，
3で割って 2余るものの個数を g(n)とする．

(1) f(2800)，g(2800)を求めよ．
(2) f(n) ≧ g(n)を示せ．
(3) g(n) = 15であるとき，f(n)がとりうる値を求めよ．
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解答例

1 (1) f(θ) = sin θ − θ +
θ3

6
を微分すると f ′(θ) = cos θ − 1 +

θ2

2

θ > 0のとき
∫ θ

0

(1− cos x) dx =

[
x− sin x

]θ
0

= θ − sin θ > 0より

∫ θ

0

(x− sin x) dx =

[
x2

2
+ cos x

]θ
0

=
θ2

2
+ cos θ − 1 = f ′(θ) > 0

θ > 0において，f(θ)は単調増加であり，f(θ)は奇関数であるから

M = f(1) = sin 1 −
5

6
, m = f(−1) = − sin 1 +

5

6

(2) g(x) = sin(cos x− x)，I =

∫ 2π

0

g(x) dxとおくと

I =

∫ π

0

g(x) dx+

∫ 2π

π

g(x) dx

x = 2π − yとおくと dx

dy
= −1

x π −→ 2π

y π −→ 0∫ 2π

π

g(x) dx =

∫ 0

π

g(2π − y)·(−1)dy =

∫ π

0

g(2π − x) dx

したがって I =

∫ π

0

{g(x) + g(2π − x)} dx

h(x) = g(x) + g(2π − x)とおくと

h(x) = sin(cos x− x) + sin{cos(2π − x)− (2π − x)}
= sin(cos x− x) + sin(cos x+ x) = 2 sin(cos x) cos x,

I =

∫ π

0

h(x) dx =

∫ π
2

0

h(x) dx+

∫ π

π
2

h(x) dx

x = π − zとおくと dx

dz
= −1

x π
2
−→ π

z π
2
−→ 0∫ π

π
2

h(x) dx =

∫ 0

π
2

h(π − z)·(−1) dz =

∫ π
2

0

h(π − x) dx

h(π − x) = h(x)より I = 2

∫ π
2

0

h(x) dx = 4

∫ π
2

0

sin(cos x) cos x dx
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f(θ) = sin θ − θ +
θ3

6
に θ = cos x

(
0 ≦ x ≦ π

2

)
を代入すると，

0 ≦ cos x ≦ 1より，f(0) ≦ f(cos x) ≦ f(1)であるから

0 ≦ sin(cos x)− cos x+
cos3 x

6
≦ M

cos x ≧ 0に注意して
(
0 ≦ x ≦ π

2

)
0 ≦

∫ π
2

0

sin(cos x) cos x dx−
∫ π

2

0

cos2 x dx+
1

6

∫ π
2

0

cos4 x dx

≦ M

∫ π
2

0

cos x dx = M

(sin x cos3 x)′ = cos4 x+ sin x·3 cos2 x(− sin x) = 4 cos4 x− 3 cos2 xより

4

∫ π
2

0

cos4 x dx− 3

∫ π
2

0

cos2 x dx =

[
sin x cos3 x

]π
2

0

= 0

上式より
∫ π

2

0

cos4 x dx =
3

4

∫ π
2

0

cos2 x dx，∫ π
2

0

cos2 x dx =

∫ π
2

0

1 + cos 2x

2
dx =

[
x

2
+

sin 2x

4

]π
2

0

=
π

4

したがって 0 ≦ I

4
−

∫ π
2

0

cos2 x dx+
1

6
·3
4

∫ π
2

0

cos2 x dx ≦ M

0 ≦ I − 7

2

∫ π
2

0

cos2 x dx ≦ 4M

0 ≦ I − 7

2
·π
4
≦ 4M

よって 7

8
π ≦

∫ 2π

0

sin(cos x− x) dx ≦ 7

8
π + 4M

ウォリス (Wallis)の積分

Im =

∫ π
2

0

sinm θ dθ =

∫ π
2

0

cosm θ dθ (mは 0以上の整数)

このとき，漸化式 Im+2 =
m+ 1

m+ 2
Imおよび次が成り立つ．

I2n =
2nCn

22n+1
π, I2n+1 =

22n

(2n+ 1)·2nCn

(n = 0, 1, 2, · · · )

証明 http://kumamoto.s12.xrea.com/N/Tdai/Tdai ri 2014.pdf (pp.10-11)

http://kumamoto.s12.xrea.com/N/Tdai/Tdai_ri_2014.pdf
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別解 I =

∫ 2π

0

sin(cos x− x) dxとおくと

I =

∫ 2π

0

sin(cos x) cos x dx−
∫ 2π

0

cos(cos x) sin x dx

=

∫ 2π

0

sin(cos x) cos x dx+

[
sin(cos x)

]2π
0

=

∫ 2π

0

sin(cos x) cos x dx

α(x) = sin(cos x) cos xとおくと

I =

∫ π

0

α(x) dx+

∫ 2π

π

α(x) dx

x = 2π − yとおくと dx

dy
= −1

x π −→ 2π

y π −→ 0∫ 2π

π

α(x) dx =

∫ 0

π

α(2π − y)·(−1)dy =

∫ π

0

α(2π − x) dx

α(2π − x) = α(x)より I = 2

∫ π

0

α(x) dx

I = 2

∫ π
2

0

α(x) dx+ 2

∫ π

π
2

α(x) dx

x = π − zとおくと dx

dz
= −1

x π
2
−→ π

z π
2
−→ 0∫ π

π
2

α(x) dx =

∫ 0

π
2

α(π − z)·(−1) dz =

∫ π
2

0

α(π − x) dx

α(π − x) = α(x)より I = 4

∫ π
2

0

α(x) dx = 4

∫ π
2

0

sin(cos x) cos x dx

(以下同様) ■
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2 (1) n = 5のとき，座標平面上の 15個から 3点を選ぶ場合の総数は

15C3 =
15·14·13
3·2·1

= 455 (通り)

選んだ 3点が三角形を構成しない場合，すなわち，3点が同一直線 ℓ上に
ある場合の数を求める．
(i) ℓが y軸と平行のとき，3点の x座標が等しいから

5C3 × 3 = 10× 3 = 30 (通り)

(ii) ℓが y軸と平行でないとき，3点の x座標はすべて異なるから，3点を
A(1, a)，B(2, b)，C(3, c) とすると，BはACの中点である．

a+ c = 2b

aと cの偶奇が一致するから

a = 1, 3, 5 のとき c = 1, 3, 5, a = 2, 4 のとき c = 2, 4

このときの場合の数は 32 + 22 = 13 (通り)

(i)，(ii)より，三角形を構成しない確率は 30 + 13

455
=

43

455
求める確率 p5は，この余事象の確率であるから

p5 = 1− 43

455
=

412

455
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(2) n = 2mのとき，座標平面上の 6m個から 3点を選ぶ場合の総数は

6mC3 =
6m(6m− 1)(6m− 2)

3·2·1
= 2m(3m− 1)(6m− 1) (通り)

選んだ 3点が三角形を構成しない場合，すなわち，3点が同一直線 ℓ上に
ある場合の数を求める．
(i) ℓが y軸と平行のとき，3点の x座標が等しいから

2mC3 × 3 =
2m(2m− 1)(2m− 2)

3·2·1
× 3 = 2m(m− 1)(2m− 1) (通り)

(ii) ℓが y軸と平行でないとき，3点の x座標はすべて異なるから，3点を
A(1, a)，B(2, b)，C(3, c) とすると，BはACの中点である．

a+ c = 2b

aと cの偶奇が一致するから
• a = 2j − 1 のとき c = 2k − 1 (j, k = 1, 2, · · · ,m)

• a = 2j のとき c = 2k (j, k = 1, 2, · · · ,m)

このときの場合の数は m2 +m2 = 2m2 (通り)

(i)，(ii)より，三角形を構成しない確率は

2m(m− 1)(2m− 1) + 2m2

2m(3m− 1)(6m− 1)
=

2m2 − 2m+ 1

(3m− 1)(6m− 1)

求める確率 p2mは，この余事象の確率であるから

p2m = 1− 2m2 − 2m+ 1

(3m− 1)(6m− 1)
=

m(16m − 7)

(3m − 1)(6m − 1)

■
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3 (1) S上の 3点 P，Q，Rの座標を P(p1, p2, 0)，Q(q1, q2, 0)，R(r1, r2, r3)

とおくと，△PQRの重心がG(2, 0, 1)であるから
p1 + q1 + r1

3
= 2,

p2 + q2 + r2
3

= 0,
r3
3

= 1

PQの中点MをM(x, y, 0)とすると，p1 + q1 = 2x，p2 + q2 = 2yより

r1 = 6− (p1 + q1) = 6− 2x, r2 = −(p2 + q2) = −2y, r3 = 3

点Rは S上の点であるから

(6− 2x)2 + (−2y)2 + 32 = 52 ゆえに (x− 3)2 + y2 = 4

Mは xy平面上の原点を中心とする半径 5の円周上の異なる 2点 P，Qの
中点であるから，Mはこの円の内部にある．xy平面上の点Mの軌跡は

(x− 3)2 + y2 = 4, (x, y) ̸= (5, 0)

O

y

x51 3

(2) M(X, Y )とおくと，−−→
OM = (X, Y )は直線 PQの法線ベクトルで，直線

PQは点Mを通るから，その方程式は

X(x−X) + Y (y − Y ) = 0 ゆえに Xx+ Y y − (X2 + Y 2) = 0 · · · 1⃝

点M(X, Y )は (1)で求めた円周上の点であるから

(X − 3)2 + Y 2 = 4 ゆえに X2 + Y 2 = 6X − 5 · · · 2⃝

2⃝を 1⃝に代入すると

Xx+ Y y − 6X + 5 = 0 · · · 3⃝
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(X, Y )は， 2⃝， 3⃝より，連立方程式

(∗)

{
(x− 6)X + yY + 5 = 0

(X − 3)2 + Y 2 = 4

の解であり，(∗)の解が存在する，すなわち，XY 平面上のこれらの直線と
円が共有点をもつことである．(∗)の第 1式の直線が第 2式の中心 (3, 0)，
半径 2の円と共有点をもつから

|(x− 6)·3 + 5|√
(x− 6)2 + y2

≦ 2

|3x− 13| ≦ 2
√

(x− 6)2 + y2

両辺を平方して整理すると

5x2 − 30x− 4y2 + 25 ≦ 0 すなわち (x− 3)2

4
− y2

5
≦ 1

Sの xy平面上の方程式を C : x2 + y2 = 25とすると，求める領域は，境
界線を含む C の内部と上の不等式の表す領域の共通部分で下の右図の斜
線部分である．ただし，(1)の結論より，点 (5, 0)を除く．

x2 + y2 ≦ 25,
(x− 3)2

4
− y2

5
≦ 1, (x, y) ̸= (5, 0)

O

y

x51 3

P

Q

M

5

−5

−5

C

C1

O

y

x51

5

−5

−5

C

5
2

−5
2

注意 (1)で求めた円をC1とすると，C1上の点Mに対して，C上の 2点 P，Q

を結ぶ線分PQは一意的に決定する．Mが点 (5, 0)に近づくと，C上の異
なる 2点P，Qも点 (5, 0)に近づくが，線分PQは，点 (5, 0)を含まない．
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別解 (1)の結果から
−−→
OM = (3 + 2 cos θ, 2 sin θ) (0 < θ < 2π)

とおき，直線 PQ上の点をXとすると
−−→
OM·(

−→
OX−

−−→
OM) = 0 ゆえに −−→

OM·
−→
OX = |

−−→
OM|2

−→
OX = (x, y)とおくと

(3 + 2 cos θ)x+ (2 sin θ)y = (3 + 2 cos θ)2 + (2 sin θ)2

(2x− 12) cos θ + 2y sin θ = 13− 3x (A)

ここで，u⃗ = (2x− 12, 2y)，v⃗ = (cos θ, sin θ)とおくと

|⃗u| =
√

(2x− 12)2 + (2y)2, |⃗v| = 1, u⃗·⃗v = (2x− 12) cos θ + 2y sin θ

u⃗·⃗v = 13− 3x，−|u⃗||⃗v| ≦ u⃗·⃗v ≦ |⃗u||⃗v| であるから (シュワルツの不等式)

−
√

(2x− 12)2 + (2y)2 ≦ 13− 3x ≦
√

(2x− 12)2 + (2y)2

したがって (13− 3x)2 ≦ (2x− 12)2 + (2y)2

5x2 − 30x− 4y2 + 25 ≦ 0 すなわち (x− 3)2

4
− y2

5
≦ 1

(1)の結果に注意して，点 (5, 0)を (A)に代入して解くと θ = 0

ここでは，θ ̸= 0であるから，(A)より x ̸= 5

線分 PQは，xy平面上の Sの境界および内部であるから

x2 + y2 ≦ 25,
(x− 3)2

4
− y2

5
≦ 1, x ̸= 5

補足 上の x ̸= 5は直線 x = 5を含まないという意味である．直線 x = 5は点M

を (5, 0)の極限の位置にとったときの直線 PQの方程式である． ■
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4 (1) f(x) = x3 − kxとすると f ′(x) = 3x2 − k

曲線 y = f(x)上の接点 P，Qの x座標をそれぞれ p，qとおく．
原点Oにおける接線の偏角を θとし，一般性を失うことなく，接線の偏角
が θ +

π

3
である点を P，接線の偏角が θ − π

3
である点をQとすると

f ′(0) = −k = tan θ,

f ′(p) = 3p2 − k = tan
(
θ +

π

3

)
= tan

(
θ − 2π

3

)
,

f ′(q) = 3q2 − k = tan
(
θ − π

3

)
= tan

(
θ +

2π

3

)
上の諸式から

3p2 = k +
tan θ + tan

π

3

1− tan θ tan
π

3

= k +
−k +

√
3

1− (−k)
√
3
=

√
3(k2 + 1)√
3k + 1

3q2 = k +
tan θ − tan

π

3

1 + tan θ tan
π

3

= k +
−k −

√
3

1 + (−k)
√
3
=

√
3(k2 + 1)√
3k − 1

したがって p2 =
k2 + 1√

3(
√
3k + 1)

, q2 =
k2 + 1√

3(
√
3k − 1)

(A1)

(A1)の 2式を同時に満たす p, qが存在すればよいから (p ̸= 0, q ̸= 0)

√
3k + 1 > 0 かつ

√
3k − 1 > 0 すなわち k >

1
√
3

A

B

C

P
Q

ℓ

x

y

Op q

2q
3

2p
3

ℓ1

ℓ2

π
3

π
3

θ
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(2) y = f(x)上の 3点O，P，Qにおける接線をそれぞれ ℓ, ℓ1, ℓ2とする．

ℓ : y = f ′(0)x すなわち y = −kx

ℓ1 : y = f ′(p)(x− p) + f(p) すなわち y = (3p2 − k)x− 2p3

ℓと ℓ1の交点をAとすると，Aの x座標は (p ̸= 0)

−kx = (3p2 − k)x− 2p3 これを解いて x =
2p

3

同様に ℓと ℓ2の交点をBとすると，Bの x座標は x =
2q

3

ℓ1と ℓ2の交点Cとすると，△ABCは正三角形でその一辺の長さは

AB =

∣∣∣∣23q − 2

3
p

∣∣∣∣√1 + k2 =
2

3
|q − p|

√
1 + k2

△ABCの面積を Sとすると

S =
1

2
AB2 sin

π

3
=

√
3

9
(q − p)2(1 + k2)

(A1)より

α =

√
k2 + 1√

3(
√
3k + 1)

, β =

√
k2 + 1√

3(
√
3k − 1)

(A2)

とおくと p = ±α, q = ±β

Sが最大となるとき (p, q) = (±α, ∓β) (複号同順)

M =

√
3

9
(β + α)2(1 + k2)

Sが最小となるとき (p, q) = (±α, ±β) (複号同順)

m =

√
3

9
(β − α)2(1 + k2)

M = 4mのとき (β + α)2 = 4(β − α)2

β > α > 0であるから β + α = 2(β − α) ゆえに β = 3α

β2 = 9α2であるから，(A2)より k2 + 1√
3(
√
3k − 1)

= 9· k2 + 1√
3(
√
3k + 1)

√
3k + 1 = 9(

√
3k − 1) これを解いて k =

5
√
3

12
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補足 kの値に対し，正三角形の面積は 2通りだけである．問題文で Sの最大値
Mと最小値mとあるが，大きいの方の正三角形の面積をM，小さい方の
正三角形の面積をmとするのが本来の意味である．連続的に変化する値
の最大値・最小値ではない．y = f(x)の原点に関する対称性から，2つの
接点PとQの x座標が異符号のとき正三角形の面積はM であり，2つの
接点 PとQの x座標が同符号のとき正三角形の面積はmである．
下図において，△ABCの面積がM，△A′BC′の面積がmであり，PとP′，
AとA′は原点に関して対称である．面積比について

M : m = AB2 : A′B2

さらに，3点A，A′，Bのx座標をそれぞれx1, x
′
1, x2とすると (x′

1 = −x1)

M : m = (1 + k2)(x2 − x1)
2 : (1 + k2)(x2 − x′

1)
2

= (x2 − x1)
2 : (x2 − x′

1)
2

A

B

C

P
Q

ℓ

x

y

Op q

2q
3

2p
3

ℓ1

ℓ2

π
3

π
3

θ

ℓ′1

P′

A′
C′

π
3

■



14

5 (1) sinφ =
1

3
とすると

(
1

3
<

1

2
= sin

π

6
, 0 < φ <

π

6

)
−φ ≦ arg(z+3) ≦ φ

w = (z + 3)3より θ = argw = arg(z + 3)3 = 3arg(z + 3)

したがって −3φ ≦ θ ≦ 3φ
(
−π

2
< θ <

π

2

)
sin 3φ = 3 sinφ− 4 sin3 φ

= 3·1
3
− 4·

(
1

3

)3

=
23

27
,

sin(−3φ) = −23

27
より

−
23

27
≦ sin θ ≦

23

27

　

O

Im

Re3

1φ
z + 3

(2) β = −αとし，円 z + βの中心 βの満たす領域を考える．
偏角が

[
k

3
π,

k + 1

3
π

]
(k = 0, 1, 2, 3, 4, 5)にある原点 Oを除く各領域

について β の満たす領域を考える．k

3
π < arg(z + β) <

k + 1

3
πのとき，

w = (z + β)3より
kπ < argw < (k + 1)π

このとき，Dは複素数平面上の実軸の正の部分および負の部分と共有点をも
たないから，条件を満たすとき，z+βは半直線 θ =

k

3
π および θ =

k + 1

3
π

と共有点をもつ (r > 0)，すなわち，点 βはこれら 2つの半直線からの距
離が同時に 1以下である．βがOと一致するときも条件を満たし，その領
域は右下の図の境界を含む斜線部分である．

β

O

θ = k
3
πθ = k+1

3
π

z + β

O

11

θ = k+1
3
π θ = k

3
π

π
3

k = 3, 4, 5の場合の領域は k = 0, 1, 2の場合とそれぞれ原点Oに関し
て対称で，これら βの満たす領域と αの満たす領域は一致する．
よって，R(α)の満たす領域の面積は 6×

(
2√
3

)2

sin
π

3
= 4

√
3 ■
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6 (1) 2800 = 24·52·7より，その約数は

2j·5k·7l (j = 0, 1, 2, 3, 4, k = 0, 1, 2, l = 0, 1)

法 3とすると

2j·5k·7l ≡ (−1)j·(−1)k·1l ≡ (−1)j+k (mod 3)

f(2800)は，j + kが偶数，すなわち，jと kの偶奇が一致するとき

f(2800) = (3× 2 + 2× 1)× 2 = 16

g(2800)は，j + kが奇数，すなわち，jと kの偶奇が異なるとき

g(2800) = (2× 2 + 3× 1)× 2 = 14

補足 f(2800) + g(2800) = 5× 3× 2

(2) 3を因数にもたない正の整数 nを素因数分解したものを

n =
ℓ∏

j=1

Aj
ej

m∏
k=1

Bk
fk , Aj ≡ 1, Bk ≡ −1 (mod 3) (∗)

とする．nの約数の和は
ℓ∏

j=1

ej∑
a=0

Aj
a

m∏
k=1

fk∑
b=0

Bk
b

Aj = 1 (j = 1, 2, . . . , ℓ), Bk = −1 (k = 1, 2, . . . ,m)とすると
ℓ∏

j=1

ej∑
a=0

1a
m∏
k=1

fk∑
b=0

(−1)b =
ℓ∏

j=1

(ej + 1)
m∏
k=1

1 + (−1)fk

2

上式の左辺をそのまま展開した項の個数は約数の個数であり，正の符号の
総和が f(n)，負の符号の総和が−g(n)を表すから

f(n)− g(n) =
ℓ∏

j=1

(ej + 1)
m∏
k=1

1 + (−1)fk

2
≧ 0 (∗∗)

特に f(n)− g(n) =



m∏
k=1

1 + (−1)fk

2
≧ 0 ({Aj} = ϕ)

ℓ∏
j=1

(ej + 1) ({Bk} = ϕ)

(∗ ∗ ∗)

(∗∗)，(∗ ∗ ∗)より f(n) ≧ g(n)
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(3) (i) fk (k = 1, 2, · · · ,m)の少なくとも 1つが奇数であるとき，(∗∗)より
f(n) = g(n) = 15

例えば，n = 229

(ii) fk (k = 1, 2, · · · ,m)がすべて偶数であるとき，(∗∗)より

f(n)− g(n) =
ℓ∏

j=1

(ej + 1) (A1)

定義から

f(n) + g(n) =
ℓ∏

j=1

(ej + 1)
m∏
k=1

(fk + 1) (A2)

(A1)と (A2)の 2式から，次が成り立つ (中括弧の中は偶数)．

g(n) =
1

2

ℓ∏
j=1

(ej + 1)

{
m∏
k=1

(fk + 1)− 1

}
(A3)

g(n) = 15を (A3)，(A1)にそれぞれ代入すると

1

2

ℓ∏
j=1

(ej + 1)

{
m∏
k=1

(fk + 1)− 1

}
= 15, f(n) = 15 +

ℓ∏
j=1

(ej + 1)

ej が偶数であるから (j = 1, 2, . . . , ℓ)，上の第 1式から fkも偶数であ
る (k = 1, 2, · · · ,m)．また，g(n) = 15より，{Bk} ̸= ϕである．
i) {Aj} = ϕ, f1 = 30のとき，(∗ ∗ ∗)より，f(n) = g(n) + 1

例えば，f(230) = 16

ii) e1 = 2, f1 = 10のとき，例えば，f(72·210) = 18

iii) e1 = 4, f1 = 6のとき，例えば，f(74·26) = 20

iv) e1 = 14，f1 = 2のとき，例えば，f(714·22) = 30

(i)および i)～iv)より f(n) = 15, 16, 18, 20, 30

補足
ℓ∏

j=1

(ej + 1)のとりうる値を，例えば

e1 = 2, e2 = 4, f1 = 2のとき，f(72·134·22) = 30

として e1, e2を用いた複数の積について考察してもよいが，
ℓ∏

j=1

(ej +1)は

iv)と同じ値であるから，複数の積まで考察する必要はない． ■


